
『朝鮮軍記』について

円　　　　　満

1．まえかき

軌粁l‘最とのl英J係を日本では　一言でH酬（「川）関係という。そして、この

Ill洞のI共日系をイf史以来、2000勺一のIl糾・日韓出憐友好「紺系なる川詔で両何の

関係を述へる雁■史観がある。

他方、両国の関係を負の雁史縞で拙え、文禄・慶長の役（帥ll、卜朝鮮では　一

般に「工最倭乱・JHlり札」）1592（文禄／L咋）～1598（慶長3）というJ

換云すれば、「丁辰偵乱・」門lり乱」とは、e崇臣秀占が2度に旦り、糾即、l二

鳥に介てた侵略戦中のことである（）

本山の雷名が　軌郡吊記」1となった緯組については後述するが、本州ま明治

37年3ノ1211（第6035弓）から同年7月1711（都6170り）に圭る134

回に口り「日出新開」に連戦された、邑ノI l髄、木川忠　一郎速記による

新聞辿栽記■」トである′）木刀は甲日本として川版された形跡はなく、ある購読ポ

（赤澤林二郎）によってJ準に「L劇に袋綴された状態で永らく眠っていたもの

を、楽人鮒（J R鶴橋駅■1．1卜に仔するttr．LH古くん1．千明■f信．卜1氏〉）に偶然∧種名

が音ちノ．寄ったことで本吾と緑を結んだものである。

’■て糾、本．lfは店ld）－jlらいでビニール袋に入れられ人抑こ保管されていた。

関心と興味を抱いた筆省は一枚　一枚を恐る恐る播いてみると、11榊〕紙質もさ

ることながら日射こ赤みがかって所々磨滅しており、紙質が粉となってポロポロ

と剥がれ構ちイ＼鮮H川こなっていた。

入念に調べてみると、叩胎期の新聞記事であること、記は記の記述は文語

表記であること、句読点のぶ．j己が明白でないこと、会話調の箇所の始まりと終

わりの部分の表記がィ、明確であることなど、現代日本語表．．Jから判断すると、
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粕服鞋鋸己「について（呉）

楯々に口り難点の多い文章であることが判明した。

しかし、筆書の胸中を密かに騒がせたのは、表紙に筆で『朝鮮軍記Ilと書か

れていたことと明治期後、卜に著された、京都という一一地方紙の「11日新l札で

発表された声己車であること、赤澤林　＿郎氏個人戯で未公開、末公IlJのまま80

数年を経過したことにより、今、これを研き、折かきなければ永遠にl場のRを

見ることはありえないだろうとの思いと、いわゆる「文禄・慶技の役」終結よ

り約Jl什隼経た段階で、読者層の中心をなしたであろう京都市民が「文緑・慶

長の役」をいかなる視点で理解、考察していたかに関心をもったからである。

特に、当時口本では、日清・H路の人戦に勝利し、アジアのカとして勝利に

酔いしれていた時期である。言うならば、明治人の靭炬観はいかなるものであっ

たのか。今日的意義はどうなのかを知りたいとの願望であった。「文禄・慶長

の役」を観る視ノよは日本人側の視点もあろうし、筆者のような輯固人側の視点

もあってもよかろうと思う。

この頃、偶然知り会った大学同窓の澤‖久「枝女史に事の次第を述へ、協力

依頼を㍗けたところ、協力体制の快諾をえることができた。早速、当時の新聞

1L川脚瀾」の前身と現「云諸l；新旧J」を調べるべく京都に州かけることにした。

たしか2010年の3月の陽春うららかないであったように想起する。

参考までに「山都新聞」小吏（年表）と題紙の変遷とiな川来車を列挙すれ

ば卜記のことくである。

京都断l闘小吏（年表）と題紙の変遷

◆明治12年（1879）～45年（1912）

◆明治12年、15年、18年、30イl

◆人正元咋（1912）～15年（1926）

◆大日　44110イ1

◆昭和丁亡勺　（1925）～　64年（1989）

◆l別口4年17f「、26f「、26年

◆、lそ成ノL牛（1989）へ
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『釧紺払．dllについて（ゞ主）

◆平成7年（1995）～

L明治1

12年（1879）6∩

8日

14咋（1881）10日

15年（1882）7日

17咋（1884）10日

18イ1（1885）4ノ」

22年（1889）4日

25イl（1892）9日

27イ1（1894）7日

28年（1895）2ノ」

30イ1日897）7日

37年（1904）2日

45年（1912）2日

【人正1

3咋（1914）71】

5隼（1916）5日

9年（1920）10ノ1

12年（1923）9ノ」

川77和1

4年（1929）10パ

6年（1931）8日

「京都商車迅報J釧川

l而■掃出報」に改題LJ

r京都糾l用」丹」川。

京都新開を「Jj都滋日新軌と改題（関川で初めて）。

京都混H新補を「申外電報」と改題

巾外花報の姉妹紙として「H山新聞」を猶上

京都市制施子」－

lll外電幸rjを鹿川、日出新開にバトンタッチ。

日清鞘′fナ起こる‖

山椒こ日本最初の1日中が走る。

l川1新聞を「ホ都＝山新は鋸　と改題J

日露勒争が起こる、

「京都夕lり新l用」創lり。

第1次世押入戦が起こる‖

京都夕lり新l杵を「閲l几‖111新聞」と改題。

l緋鞘Ill新聞を「京都IlH折l昔日　と改題r，

関東人震災が起こる。

世肘恐慌が始まる。

神J一・大阪時rIい血lこうネ1かけ棋し3郡合同新聞社

が発止，

記述のとおり、本．1‡はl「朝鮮U．．山　と題する、所謂、歴史通．削如．W）体裁を
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朝鮮軍記」について（呉）

取っている。だからと言って、歴史専門家による著書ではないが、近日氾本史、

とりわけ盟臣秀吉によって起こされた臼・中・朗を席巻した、屈月日、外交上

における稀有の重大事件であり、∴Llミ】双方を巻き込み、善隣友好関係を椴應し

た国際戦争であった。そして現れもなおこの戦争の頗未については吾分野から

の歴史分析がイJわれ結論を拙11し得ていない懸案事項である。よって、筆君の

ようなポにも「臥し、を抱かせて飽きない。

したがって、我々はこの戦いの発端が足軽から身を起こし、一代にしてほほ

日本国の人卜統一一を成し遂げた豊臣秀吉個人の野間こよる単なる侵略戦争とい

うのみで決心される問題ではない。そこで、いま少し門臣秀吉佃人の人物につ

いて概観してみようと思う。

等往和比Ll■・黒田慶一ハ署（『秀膏の野望と誤算一文禄・慶長の役と関ケ原

合戦、文英堂、2000勺　6月刊）によると、豊臣秀吉（1537く大文6〉～

t598）く慶1く3〉）は、1537年2月6日には張国愛知郡中村（規名古屋巾中村lズ▲）

に′lまれた√）父弥イl衛門は織目倍秀の足軽であったが、負傷して村に帰農した

という。秀吉の母、‘なか1は御嵩所村の出身で弥√衛門とのl昔日こ帥とも、秀吉、

秀1く、妹あさひを山鹿した。後、1543に実父弥右衛l■【抽ミ牝去し、付は繊用家

の同胞であった竹（筑）阿称に再嫁した。

秀．riの幼名は不明で、llトに略伝されている「猿」や∩吾丸は汀い時代の創作

であるらしい。史糾こよると、義父と折り合いが悪く、光叩侍に入れられたり、

1（〕適から職を鮎々とし、15歳の時に父の遺産永禄銭1員文で木綿針を買い、

今川‡糾こ行き、矢作橋で蜂須日中／1＼に出あったと言われるが、この石γ一な話も

殆ど物語だという。ただこの後に浜松の久能城主松下加兵衛にイ1えたのは¶美

らしく、後年、人卜人となってから松卜之綱を厘遇している。

天文23年に座張に帰り、この頃、繊旧信長に小君として什えたと推定され

ているが、詳細はィ、明である。因みに、草履で懐を畷めたという逸話から清朴l

城刊普請・台所ゝh・薪奉行・く触槍試合、そして墨　一夜城築城までのイ1名な

逸話も全て創イ′「であるらしい〔）

慢かな1一ミ実は、永緑4年（1581）8ノ」3日に止零∵おね’と結婚したこと、

ln18年11／12日に信長が美濃llく1松倉城の士、l′r人挿はにりえた知川犬の添状を秀
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用川鮮明．。山について（呉）

吾が出していることである、、これが「木卜藤．1「郎秀．■－」の署γ－のある虻否の初

見である。

次に秀■l■のγ】が確実な史料こ‖己されるのは：■日長公言己　の川1119日12

日の条の、秀．【．が近テl箕作城攻■堅に戦リノをあげていることである。翌12イ1

（1570）4川こrM■1■光秀と川こ京都奉子Jを務め、この頃から発袷文吾も増加ル

ていき信憑性が増す∪

几他丁にイl（1570）4上す28日には越後に似攻した紺l川持）全叩撤退の殿軍

を務め、藤．‾7郎の‘金ヶ崎退きIl’と称えられ、武将としてのγ，JHをあげること

になった。

Iu1年6Hzと＝1の姉川合戦1邪神）秀．【．は構山賊の城番を命せられ、人山ノ亡年

（1573）9日1口の小往落城・沌‖長政「刃ほで、刈γ長日氏への戦略を・戸に

引き受けている目測Llヒ領有後は、城を今浜に移し、城卜M】を造成し、新造の城

と城卜町が永遠に発展するよう－1＜浜’と改γし、本能、■fの変まで7年l川石二城

する。長浜城情代の秀．1rは、その殆どの潮間をTrll＜の人卜純　への；lL兵として

川陣する。しかし、その含問を縫って領内を巡托し、算勘の才のある指や止し術

に秀でた賞たちを抽lル、象山としていった。即ち「近江衆」の形成である。

秀．■．は大11‾5年1（日1、†言良よりlH刃絹略を命じられ矧鮒こHl伸して以l簿、

イIl馬・因幡・美作・伯書を、l′足し、備小のltfl松城で中岡の勇である峨同人γ，毛

利氏と対時した0

人1日0年6JJ、本稚、一四）変でィ．一山が倒れると、急遽毛利氏と日掛和を結ひノ又

転し、判例光秀をIll城‥個で攻■畢し、ィ．．1主の後継賞としてγ．乗りを上げた。そ

して、人lll川二騰ケ．和）作戦で柴l川隣家を被り人坂城を築城し本拠としたく，

lrlJ12年の小牧の役では丁．．1他職である1ヾ久子合戦で徳川泉康に敗れるが、戦略

で家康を止倒し、講和を結び、その後、11従させた日　岡13イ】、従一イl－／閲lrは

なり、州Iqを、l′定し、北国から趨巾、越後に、プlを訓からイ］濃に勢力を仰ばし、

同15イ1、ノし州を、l′止するし，

ノく止16年4月、翼楽；糾こ御陽成天1を迎え、人γ．から起詣文をmって政

権域盤を回めた。l叶隼7日、秀．【．はノノ狩令と海賊収紬令をHL、関11を頂点

とする天下統　一を加速していった。ノミ【1▲18年、小目1原の伸で北条氏を降し、
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咽柑堰記」について（呉）

秀吉の天下統一がほぼ完成した。

秀吉の人陸侵攻構想は関白就任時からあり、文禄元年（1592）に諸人〕引こ

命じて、朝鮮川兵を実行した（文禄の役）。日本軍は緒暇で朝鮮国の　二」イ（臨

侮君・順和君）を捕え、明国の国境まで侵攻したが、義軍の蜂起と明軍の介入

により咽は膠着状態となり講和が結ばれた。和議により兵は帰国したが、慶

長ノしくl（1598）、明促が秀吉に呈した「封爾日本同上」の回割こ怒り再度の

酬鮮出兵を命じた（慶長の役）。

同年2日1日、小西日長、加藤i■写正を先鋒とする日本軍が両度渡海したり

諸軍は朝鮮半．鳥南価の椚岸地相を確保しているうち、慶長3年（1598）1811、

秀吾が伏妃城で死去し（齢62歳）、全閉が撤退した。

秀吉の辞世は「露と落ち　露と消えにし　我が身かな　浪速のことも　夢の

呈左堂」である。

慶k4年4ノ1、洛東、東Illの阿弥陀ケ峰西麓（点都市東Illけ）に造営され

た廟J桐こ葬られ、豊同社が造られた。胡延は秀吉に豊川大明神の神巧を蛸った。

2．秀吉の大陸征服の野望

本稿を執筆するさ申、2011年3月11日、末門有の東」ヒ人震災が勃発し、

日本列．仁封こ甚大な被嵩を与えた。特に、原発の勉卓発は世非の拝＝するところと

なり、大阪に居住する筆者にも精神的苦痛と打撃を与え、連日、新聞とテレビ

の報道から11が離せなくなった。特に、いずれ起こるであろうと想定されてい

る東海、南海、東南海地震の連鎖k応の恐怖に苛むることになった。

この他）木曽有の東北大震災は日本の国力、なかんずく、政治力、経済力、

それに日本周民の英和によって復旧、復興されよう。しかし、16L廷紀の㍑臣

秀．liによって起こされた野望と誤算は糾蝉民族にとって不惧蔵人の一人事件と

して忘れることのできない雁吏守洲であった。腎を撞周で、血を日本で育まれ

た筆者にとっても、過去のこととは言え、無念さは同じであるり

韓国では、人だに、親が幼兄をあやす峠に、‘豊臣秀吉が来るよ’と言えば、

幼児が泣きl仁む、と開いたことがある。まさに秀．一rのしでかした大陸侵攻の野
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咽捌酢更記■lについて（呉）

望は「無γ－の出帥」（人義名分の無い出兵）であり、抑鮒同の人尺と日本l上Ⅰ民

に甚人な殿戦をもたらした稀んの戦であったU　今Uに千、るまで、臼・観・rlJ、

Iklにけりわだかまり叫京【大1をもたらしたというJXで我々はノ某省「畑こ捉えなけ

ればならないり

・ノ∴　この戦争の教dllを生かし、徳川政権に左裾の通イロイ如、派退され、200

年に‖る両圧lぴ）善隣ん好が実現されたことも銘。Jされねばならない。

他ノJ、秀告は大下統一の力策として釧廷十州と大■こ1権威による支配というあ

りかたを前面に持ち山した。秀吉の官位日進は1－描なりさを化せ、′川板の戦い

が終わった【白後β）人lllZ（1584）ilの10川こは叙爵し、翌11川こ従二位

権大納［に叙付され公卿に列している。さらに翌人目13イ千3JlにはIl　＿位内

人口という1虹統lの山緒を書、1たない山日の省としては破楢の高位の身分として

＃進することになる。さらに遂に同年7川こ従　一位へ舅叙し関口に任せられ、

溜天11▲14年には人政夫いも兼ね、側せて㍑臣の明を糾廷から与えられ秀吉と

削廷・公家社会との協調関係は順調に雅展していったっ

そうして秀占の人卜統　一粗略も、価敵徳川家康の臣従化もこの路線のl＿で実

別されていった。即ち人目14イIl〔け‖こ徳川家康を1清させい己に臣従させ

ることに成功し、家康をして禿．t．にに手下の礼を取らせることに成功した。実に

【英】白という権威を背景に家康を川り紺勺に旭日はさせることができたのである〔）

秀l⊥子の関IM哉（1565～1691）は、もとより公家の′仁r職であり、公家祉会

における最■訓■／を意味している。しかもこの関川臓をもって武家領†と武豪朝

会を統合する権威「l勺地位を石することになったLJかくして閲l′」秀．ヤは武家領†

としての捌備者として公武r山側〃）支配を目指して政治体制を構築していった。

そして秀吉の竹l、†統一槻竹も閲lrl職についての公武統合論の批点から進めら

れ、全国各地での臥し＿紛争を巡る私戦の禁止と秀山の裁定への服従抑制、そし

てその違背者に対する刷戒としての叫車討伐瑚lラ態をもって日本60余州の進

止、即ち仝【Ⅰ服充一の権根がl矧′1である∩分に杏什されていることを低調するこ

とになる。この仁岬0）ために武家領主を動目し、統率する権限を有することに

なった。

人止15年（1587）叫紺摩り射し出上県）の島津征棋風、「‖J8年の小田原（神
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『用酎軍記」について（り去）

奈川県）の」ヒ条征伐もこの強人な権力を背景に行われた。こうして薩摩の島津

も小111原の北条も秀吉の1一格に従わず、その結果として秀吉の軍隊によって打

倒され滅ぼされていった。

秀．11の無敵、不敗の揖隊は繊町†言長時代の鉄砲婿川紳）兵農分離型の軍隊とそ

の移動性を物紺l勺に支える兵端・補給のシステムによって構築され、合図統　一

した余勢をかって、・知こ大l埠侵攻にまで夢見たとしても虚妄とは言い切れな

いて’㌢旨‡があった。これは、その後の強さと脱ぎのl卜で、文禄・慶長の役とその

相克の中で如実に小されていくことになる。

3．秀吉の野望な大陸征服構想

秀．■，が川内、【′定後に大蜘こ山兵し、明（巾凶）・軌即を征服せんとの構想を

考え州した刷は、ポルトガルのイエズス会ノ昆教師のルイス・フロイスの報≠

lt　日本史　によると、m長は口本統一を口論んだ後、人艦隊を編成して■ll「上†

人l姓を征服することを視野に入れたという。このように秀占の人ド刺こ刈する態

雌もHk〃）椚想を引き継く形で次第に危険な大陸征服の野望へと膨張していっ

た）

秀吉の入植征皿の構想を述へた史利がある〔j　文禄の役の締戦の勝利で軌雛の

首都、浬城（別、ソウル）が陥落した文禄ノし年（1592）5日、秀吉の甥の閲

l′1秀次に対して25ヶ条の朱恥l犬を′J、した。この来闘状というのは、日本・糾

那・小国に卜Lる国別の計面が描かれていた。世にいう「黒人l巷三岡処irJ入り言H

といわれるものである。内省は、帖の御陽成人皇を中国の」ヒ京に移し閲l′川削こ

秀次を就け、日本の伸イ領土苦丁：171了（良†栄！＝）か八条1官（一手川∴軒仁親1）

に継がせ、その羽柴関闘こは秀保（秀次の弟）か乍「■1多秀家（岡山城仁、後の

／1大雀の1人）を宛てる、というものであった。また、靭即には羽柴秀燐（信

桜の四男、秀．lrの養子）をmせ、京都の欒楽節の留守居は人定であるが、当叫

の奉行衆の増‖長盛・入省芳継・イ】Ⅲ一成らに托せるほか、別離の市部、漠城

やγ．護犀なとにも宵ト■出小を椚くようにしていた。また、■け室・公家領として

小国の郡廻り10カ回、人柄闇汁l（秀次）領として同じく100ケ同を宛てる。
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秀吉白身は哲く北京に留まった後、口剛交通の要衝である・錆妓府（llHl＝溝楠

方の港HJ）に移り、l川玉トを中心としたLl」m政策を、やがてはインドまでも含ん

だ人構想に発展させるというもぴ）であった。

結局、この机lの人構想は秀．■，の思惑通りには進展しなかった。それは秀∴

水種のィ、払、朝鮮への止側的な明の接種と剛鋸民衆の義兵IJ胴′十なとで秀．1〔の人

陸征服の構鮒ま紺県n勺に酬那　車トを侵犯するのみに止まり失敗に帰したが、そ

の後のH酎・「用帥Jに深い傷跡を残すことになったのは川知の斗卜実であるし〕

ところで、秀吉は、なぜ、このような人陣狛」はをイ1掛けたのであろうか。一

体、丸【】の【Ⅰ、際感でヱはとうであ一）たのかがl胴っれる。、一川寺の文献史料を明′示し

ないが、民別こ大日二15イ1日597）、即ち九州、l′定‘たJ′後、妻の北政所への私fu

と対馬の宗氏への和こより、秀．－．▲は1H、押）剖那同を廿本帆ノ車の人ヤー領十とlu］じ

程度に増えていたようだ。それ程に秀．†の【t際感でのなさを笑う歴史家は多いn

lト本を別離より優ィ、■／とする考えは秀．－．以前のIl捌貿易に従・11する′、」’護人名の

入内義陣や環30紺地城での刷合田易に代表される∩‾⊥〔な同家問の交流と国際

的人的交流のネットワークの小で秀六の国際感㍑も鋭く研ぎすまざれていった

と思われる。このことは、－仲卸里明苫紬回がアシアを柚上u他化しつつあることも

また側近からも得ていたであろう。
人群書はこの分野の国際関係史が卑Hではないので詳細に分析できる知識に欠

けるので言及は避けるが、肌〃）．，寸伐を目標とした秀吉の人性征Hl遥構想にはLk】の

統一を成し遂げた「日．1と勢い、長崎での南蛮貿易を適しての㍑かな情報網から

裏封ちされたl■潤翫即急が親か一）たことは吾定しがたい、

4．李氏朝鮮の状況と対応

李氏軌鋸は、1392叫こ倭適討伐にハ心した李成利が建l呵し、秀．■才の蜘こは

200年近くのん削Jが、l′和裏に流れ棺止tt喜久、即ち止し17を帽視し、文1㌧を尊ぶ

傾け・バこあった。国政においてはl■l祀圧〔文班・止〔拙）階級が国1三の卜で政務が執

り行われ、宣牟な文民絹潮岬〕卜にFrは、れていた。国政は別　川叫nil一．骨から剛

鮮国上であることを認知され「‖廿封」を受けl岬．用に【】服し、削貢を行うこと
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を基本とする冊封体制で旧来の友好と国境を維持し、平和を定とする員に硬直

した儒教支配体制であった。実に貼単思想と弔大思想にあった。

、■1時、朝鮮は唯心論と唯物論という哲学上の論争が政流的な党派の別となっ

てJ別れ、‘7問巨の正統と異端や儀礼の細口についてまで際限なく議論を繰り広

げる文字どおりの繁文納札の世界が糾那鯛廷の姿であった。そして高級官僚

たちは東入党と四人党の2つに分かれ激しい権力闘争に明け暮れていた。

「文禄の役」の糾鮮通仁便（1590、3～1591、3）の折も前便黄允告は門人党、

副司令の金誠一は東入党に属し、H木攻撃のあることを報告した黄允古に対し、

金誠・は真っ向から反対の意見を述べ、朗鮮朝廷の戦71への対応を遅らせる・

囚となった。この間の過梓と記縁には口■懲法線Jl（柳戚拙著、1598札束汀文伸）

に詔述されている。

5．文禄の役における秀吉軍の構成

これについては、従来、諸説があり定かではなかったが、笠谷和比古・黒

111億・八宮では早計18力7100と動員数が詳報されている。ところが、最近

（2007叶7月、「沙也可の会」†▲鶴での講流会発表（ナナ連日氏）によると、“天

山20年（文緑ノ」咋・1592）、豊臣秀吉が中国人陸の制崩を企図し、約30万

の軍兵を動員し、そのl刃、約15力の叩兵を渡海させ、軌群、l′出を撞而して桝

同を侵略しょうとした戦争’’と規定している。兄の笠往和比■l一・黒目l慶一ハ署

では“徳川家康・前田利家・伊達政宗・1二杉景勝と占った東国、北陸地方の諸

大名は、この渡海甲には加わらないが、その兵l力余と共に後．討，めとして名護

J石に／l伸した’’（同．lFP40）とあるから、動口数の構成人にズレがあるといえ

よう。

いずれにせよ、、上川寺のIl本l軸内の状況から判断し、総封197，100人の秀．■1

兵の動日数は異常であると言えよう。これに力uえて、軍事物資の海外輸送の作

に従現した者、人「、イ】Tなどの技術書などを合わせると、約30万の山兵及

び動員数は舐ける数と占えよう。

1番隊の小西隊は4ノ127Hには別卯、l′良の中部の要衛である忠州を陥れ、
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首都漢城に迫り、研削同日李崎は泥城を服し、r7蟻にl／りかい、さらに鴨緑江ノ川l

に逃れ明団に緩川を求め、それに呼応してl川射ま二特赦剛弁、副総兵射水剖ら

を1くとする115000余を急遽救援印として派遣したが、小川印紬）部隊のk■桝こ

遭い人敗を喫した。平壌の秀吉軍の予想外の強力を知った叩国では沈惟敬を代

表に立てて秀「軍に講和を提案し、川年9日29［1、小FLl子Jkとのl紺こ50H

の休戦が締結された（、湧城攻めの手柄を競い合－Jていた′＝Ll行山と加藤清止は

小西†導の和平1作に従うなど、想いもよらぬことであった。

こうして瑚酢の戒鈍北道から満州のオランケへと軍を進めた汀軒は糾鮮軍へ

の攻撃を緩めず、この他に避難していた靭那Il、卜上のIJ′2人を捉えて捕虜と

したのである。朝J矧止lとしては剰こ届辱であったろう。

6　あとかき

ところで、筆省は、2011叶3日を別して本学を一口、定イI退職することに

なった。そこで、これまでの経歴業緋日録を提山されたいとのことである（Jそ

こで昨春以来、暖めていた本稿日射酢札－Jrlを提11げへく準備していたが、A

4サイズ40nL了は甲独では無理だと〃〕ことで、内容を変更しプロローグ的な

記述になった‖近口111に適二」な目測がlからl附了本として岬こl用うことにしたい。

在lにコリアンとしてこの世に牛を7けこの力、Il嘲・＝棉問題に鋭意関心を

抱き、それなりに考祭してきたが、、問題を考察する週種で愉快になったこと

は一度もない‖　悔しさともどかしさ、偵悪とやるせなさの連続であったr，

∧ロボ本来の専攻分野は抑l可′、戸と∩語学である。この分野の論文も数編、世に

問うてきたが、考察すればするはと袋小路に恢まってしまい、釈然としないま

まになってしまったJ僧越ながらこの期に臨み回顧するに、もっと身を削って

研プ封こ勤しんでおくへきたったとk省しているし〕

しかし、偶々、筆舌が人干した本．1㌢は記述のことく、明治後、ト一別、日清・日

露の人戦を経た時点での新聞に指．犠された、おそらく比機関説捌層を迎えたと

の観測もあって、摘草を顧りみず、flll解しやすくとの心構えで文語調を現代日

本語に編集し市し前掛こ捉倶したつもりであるノ　本．隼け作業は、11「」書きにも触
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れたように、入学の後駕の澤出久仁枝女史の献身的な協力、協動がなければ実

現していなかったであろうと思う。深甚の感謝を述べたい。

今、振り返ると野望な挑戦をしてしまったと少しJ又省している。その1つ

は地名と人ア，と歴史的日露酎こ詳しいri釈を附したかったがままならなかった。

内容の記述は難解でハ心したが、これでも1初の原文を離れ、かなり理解しや

すく編集し直したつもりである。したがって、記述は既に速β己者の千を離れた

感が否めないので、筆者の編訳とした「，読者の電大な理解を求めたい。

想い起せば、高校時代の口本史の授業で、担当教諭は秀吉の人怖侵攻につい

ては仙牧か素通りしてしまい、教材プリントを数10枚配布し、後は各口が学

門するようにとのことであった。これは、何かあるぞ、と永いl帥打撃宵の宿題

になってしまったっ今でこそ秀吉の軌紺11伐とは言わないが、‘征化とは、悪

省を止UJで懲らしめる’との意味である。私は目をエー七つ赤にして恥ずかしさで

頭を卜けられなかったれ、体験をしたことが思い川される。ト矧′祀川一秀古は日

義で、侵略された剛肝は悪であったのか。秀Jiの「文禄、慶長の役」（端岡で

謂う「壬最・」州債乱」）の検証は未だに臓案事項であり、照史家の研究課題

でもあり、傷はいまだに癒えていない。

秀11が人降侵攻などと野望を抱かず口應国内の、鞠」統一に尽ノJL、日本と釧

椚半．巧の友好と親王引こ邁進していたならば。1950佃こ勃究した、北の南進

で始まる、l‖順、惨死の「朝那暇竹」がなかったならば。恐らく朝鮮、l′畠が

向」とに分断されることはなかったであろう。歴史の院精をいくらl叫んでも今

になっては‘後の祭り◆である。

こび）2つの、東アシアを席巻した機竹はこれからどのような解決の糸口を

見出すのであろうか。人は歴■山こ生き、雁■拗こ翻弄される。半．L加）人々の鬱根

した心理と巾岡本⊥以」に儒教体制に偏った排他的な政泊と優越心の入り混

じった、複雑で千に£′1えない精神状況を醸し目し今Ilに毛っている。

ところで筆書は、以l靖から雨森若洲についての考察に鋭意、心を日ぎ、その

成果を世にl告】うてもきた。計f’的にはIl交隣須知』の語最的分析を、対朝鮮外

交に関しては『交隣接酢Ilを考繋した。後欄は対朝鮮外交の指針であり、月洲

の代表的諾†′lの1つで、ノ出府ま1811蜂己の口本における重要文化財として指定
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されている。・・J交憐捉軌Hlの最終・1．1の54章にはイJγ．な記述がある。それを現

代文に訳すれば、次の迫りである。
山多くの人々が淵．，で交流するというが、こJJ‖‾葉のぷ味を叩Jmこ分かって

いない場合が多いし，訓．．というのは、′嵐・まというぷr味を持っており、／砧、に「イ＼

欺ィ、争」（欺かず、榊〕ず）、ll‡実を才、トつて交際することを誠ノ夫というのである”

（人阪経済混、科大ノア’論集、第94H、2008勺3JJ、参照）。永†1、対軌即外交

に携わり芳心した若洲にして戸うわしめた外交叫旨針である。

日韓関係は　一衣滞水であり、唇歯の酬係と調われてきた‖　向後、、いかなる

根難があろうとも「不敗不竹」の精神と理念でもって東北アジアの八回凶構築

にrr小ナて平和と繁栄に努めなければならない，

今HのH・抑（糾）・lllのfl会状況を見ると、いずれも中州と異なるものへ

の籠容性が欠如し、外に対して排他「l勺な姿勢が偲く見られる。二「E】の一周の同

際化をlズlり、ハ′l・ハ／了社会の構築を実現していくべきである、と思う。

最近牛封こ、筆吾が危惧するのは、2（〕IO勺6J】21日、人版l＝l新聞が［ソ

ウル州一」」で軸じた言己■11である。それによると、瞳同気艶庁が・Hkは」ヒ剛鮮の

国境に†石門する「l瓜Ilr（申川γ．1く日日l、275nm）が数隼以内にl往1火する可能

性を′1、唆したことである。輔同政府は本柄的な災ノ．t；対策を進める力斜を明らか

にしたとの韓国メディアを畔ト▲芹に報じた、l人lみに、I′1頭Illは10世紀に人

噴火を起こし、火l川火は日本び〕北梅迫から央」ヒ地方にまで別適したとされてい

る。近未火、力一噴火すれば軌蝉半日はもとより、日本にも想像を維する人災

T■子をもたらすであろう、相川の地球科ツの軸〃家は最近、矧l司気象け†僻のセ

ミナーで、lHl布引肝先君は14～15年以卜煩こ暁火する叶能性があるとのこと

である。

矧lゝlの聯nニュースなとによると、白頭l仙J辺は2006年6日以降、地震

の頻度が従来の約10什寺に椚加し、mlにあるカルデラ7．別「人池」の地形が少

しずつ盛り1がっていることが衛jl－ノ上プ’！■土で酢認されたほか、近くの森林地イ陶、

ら火Illガスが放＝されている、とのことである。被Hを最小限に抑えるため、

l′ぼ油に観測機端をぷmL、噴火の時期や規模を了1洲する研究を急ぐ必要があ

ると警告しているという0　両」ヒ糾即はもとより、申同・「1本とのハ同研究や協
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ノ」体制が必要であろう。

果たして人類は地蔵の大変動を抑止し防ぐことができるのであろうか。近末

火、東アジア、とりわけ朝鮮半．lJと日本列鳥は文字どおり末■27イ】の大変地相こ

遭遇するのであろうか。

し1本の孟引こ、「仙触れ合うも多牛の緑」という。これまでの永きにHりこ交

誼いただいた．．削兄、諸姉にノJ感の感謝の意を込めでllH別の辞としたい。

（2011年7月1日．■，日、言己）


